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地
場
産
セ
ン
タ
ー
が
本

年
9
月
末
で
解
散
を
き
め
、

今
後
の
高
島
市
の
活
性
化
の

方
針
は
。

 

市　

長

　

地
場
産
セ
ン
タ
ー
は
、
赤

字
経
営
が
続
き
今
後
の
運
営

が
困
難
な
状
態
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
解
散
へ
向
け
た
手

続
き
の
準
備
を
始
め
ら
れ
ま

し
た
。
地
場
産
業
振
興
の
拠

点
と
し
て
設
け
ら
れ
た
施
設

で
あ
る
こ
と
を
十
分
認
識

し
、
施
設
が
有
効
に
活
用
で

き
る
よ
う
、
関
係
事
業
者
等

の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

今
後
の
活
用
策
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

国
や
県
の
補
助
を
受
け

た
事
業
と
し
て
高
島
市
の
対

策
は
。

 

土
地
建
物
の
市
へ
の
無

償
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
補
助

金
適
正
化
法
に
よ
る
承
認
を

得
ら
れ
る
こ
と
が
大
前
提
に

な
る
こ
と
か
ら
、
補
助
金
返

還
の
問
題
を
整
理
し
、
今
後

の
活
用
策
を
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

来
年
度
予
算
が
１
、１ 

０
０
万
円
計
上
さ
れ
、
こ
れ

で
再
生
、
活
性
化
に
つ
な
ぐ

べ
き
。
工
程
表
を
次
の
議
会

に
出
せ
る
か
。

 

工
程
表
の
件
に
つ
い
て

は
、
ご
要
望
と
し
て
承
っ
て

お
き
ま
す
。

原
子
力
防
災
の
情
報
収
集

と
発
信
の
あ
り
か
た
に
つ

い
て

 

原
子
力
防
災
計
画
に
お

い
て
、
高
島
市
で
は
事
業
者 

お
よ
び
滋
賀
県
と
連
携
し
て

情
報
収
集
お
よ
び
諸
々
の
発

信
を
計
画
し
て
い
る
。
し
か

し
、
福
島
県
の
富
岡
町
で

は
、
初
期
段
階
に
お
い
て
県

か
ら
の
連
絡
が
何
日
も
な
か

っ
た
と
の
事
例
を
配
慮
し
、

今
後
、
福
井
県
の
隣
接
す
る

自
治
体
と
「
隣
接
協
定
」
を

結
び
情
報
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
増

や
す
方
針
は
あ
る
か
。

 

現
時
点
で
は
、
市
と
し

ま
し
て
は
電
力
事
業
者
で

あ
る
関
西
電
力
と
、
県
・
長

浜
市
・
本
市
と
連
名
で
、
安

全
協
定
を
結
ば
せ
て
い
た
だ

く
方
向
で
調
整
し
て
お
り
ま

す
。
ご
提
案
の
福
井
県
の
隣

接
す
る
自
治
体
と
の
協
定

は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
の
金
額
お
よ
び
使
途
並

び
に
基
金
に
つ
い
て

 

高
島
市
は
原
発
の
隣
接

地
域
で 

「
電
源
立
地
地
域
対

策
交
付
金
」
を
受
け
取
っ
て

い
る
が
、
過
去
5
年
の
交
付

額
と
使
途
、
並
び
に
原
発
関

連
の
基
金
は
。
使
途
に
つ
い

て
、
こ
の
制
度
が
緩
和
さ

れ
、
違
反
し
て
い
な
い
が
、

福
島
の
原
発
事
故
を
鑑
み
、

同
制
度
本
来
の
目
的
で
あ

る
、
住
民
の
福
祉
向
上
、
環

境
安
全
対
策
に
充
当
す
べ
き

で
は
。

 

「
電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
」
は
、
水
力
発
電
分

を
除
き
平
成
20
年
度
か
ら
5

年
間
で
合
計
4
億
７
、７
５ 

８
万
8
千
円
が
交
付
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

主
な
使
途
と
し
て
は
、
マ 

キ
ノ
町
西
浜
地
先
の
庄
境
川

河
川
改
修
工
事
等
公
共
施
設

整
備
事
業
へ
の
充
当
の
ほ

か
、
市
内
全
域
の
小
・
中
学

校
英
語
活
動
指
導
員
設
置
事

業
な
ど
ソ
フ
ト
事
業
に
も
充

当
し
て
お
り
ま
す
。

　

原
発
に
関
す
る
基
金
は
、

旧
マ
キ
ノ
町
か
ら
「
原
子
力

発
電
施
設
等
周
辺
地
域
整
備

基
金
」
が
引
き
継
が
れ
、
平

成
24
年
度
末
残
高
は
３
、４ 

８
９
万
4
千
円
の
見
込
み
で

す
。
こ
の
制
度
の
使
途
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
各
地
域

で
創
意
工
夫
を
し
て
使
わ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
市
全
体
に

及
ぶ
事
業
や
防
災
、
広
報
活

動
に
使
う
こ
と
に
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
が
い
た
だ

け
る
か
と
い
う
課
題
も
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
の
検
討
課

題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

 

ふ
る
さ
と
高
島
新
風
会

が
理
想
と
す
る
の
は
、
若
者

が
夢
を
持
っ
て
活
き
活
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
。
経
済
振
興

策
に
つ
い
て
具
体
的
な
取
り

組
み
を
問
う
。

 

市　

長

　
「
中
小
企
業
の
振
興
と
地

場
産
業
の
育
成
支
援
」「
高

島
農
産
物
の
販
路
拡
大
」「
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
観
光

誘
客
」
の
3
本
柱
で
施
策
を

展
開
し
な
が
ら
、
地
域
経
済

の
活
性
化
と
雇
用
促
進
に
努

め
ま
す
。

 

農
林
漁
業
を
中
心
と
す

る
地
域
の
活
性
化
に
欠
か

せ
な
い
で
あ
ろ
う
情
報
発
信

と
、
収
益
向
上
の
た
め
6
次

産
業
化
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
る
。

 

従
来
か
ら
の
取
り
組
み

に
加
え
、
全
国
的
な
展
示
商

談
会
で
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を

行
い
、
継
続
的
に
情
報
発
信

に
努
め
ま
す
。
6
次
産
業
化

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
実
績
等
を
検
証

し
、
課
題
整
理
し
な
が
ら
市

と
し
て
の
役
割
を
再
構
築
す

べ
き
段
階
と
考
え
ま
す
。

 

本
年
12
月
に
高
島
で
開

催
の
発
酵
サ
ミ
ッ
ト
に
対
す

る
市
長
の
所
見
を
問
う
。

 

市
の
発
酵
食
品
の
す
ば

ら
し
さ
を
、
全
国
に
広
め
る

絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
上
で

大
変
意
義
深
い
も
の
と
考
え

ま
す
の
で
、
商
工
会
と
も
連

携
し
な
が
ら
、
必
要
な
対
応

を
図
り
ま
す
。

 
観
光
を
収
益
の
上
が
る

産
業
と
す
る
に
は
、
根
本
的

な
仕
組
み
と
し
て
、ま
ず「
お

土
産
」
の
開
発
が
必
要
と
考

え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

 

観
光
協
会
に
旅
行
商
品

の
売
り
込
み
と
併
せ
て
地
域 

の
特
産
品
を
紹
介
し
て
い
た

だ
き
、
市
と
し
て
も
積
極
的

に
関
わ
り
た
い
と
考
え
ま

す
。Ｊ

Ｒ
通
勤
者
支
援
の
施
策

に
つ
い
て

 

高
島
市
の
人
口
減
少
問

題
を
考
え
た
時
、
産
業
活
性

化
と
と
も
に
湖
西
線
通
勤
者

へ
の
配
慮
が
必
要
。

　

Ｊ
Ｒ
へ
の
強
風
対
策
と
増

便
の
要
望
の
現
状
と
見
込
み

を
問
う
。
ま
た
、
近
江
今
津

駅
前
と
安
曇
川
駅
前
の
市
営

有
料
駐
車
場
は
利
用
率
が
低

く
、
需
給
関
係
か
ら
も
利
用

料
は
適
正
を
欠
い
て
い
る
。

市
民
に
広
く
利
用
し
て
も
ら

う
料
金
見
直
し
に
つ
い
て
問

う
。 

強
風
対
策
は
一
定
の
改

善
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

後
も
防
風
柵
未
整
備
区
間
の

対
策
を
強
く
関
係
機
関
に
要

望
し
ま
す
。
朝
夕
の
増
便
は

Ｊ
Ｒ
西
日
本
か
ら
極
め
て
困

難
と
の
回
答
で
す
が
、
引
き

続
き
近
江
舞
子
駅
止
め
電
車

の
近
江
今
津
駅
以
北
へ
の
延

伸
を
含
め
、
抜
本
的
な
対
策

を
要
望
し
ま
す
。
駅
前
市
営

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
管
理

運
営
体
制
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後

改
善
す
る
な
ど
見
直
す
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。

支
所
機
能
の
充
実
に
つ
い

て 

支
所
、
別
館
建
物
老
朽

化
に
伴
う
建
替
え
補
修
の
予

定
は
あ
る
の
か
。
合
併
特
例

債
の
利
用
可
能
な
間
に
、
職

員
規
模
に
見
合
う
小
さ
く
省

エ
ネ
設
備
で
将
来
の
経
費
を

配
慮
し
た
建
て
替
え
を
計
画

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
現
状

と
計
画
の
説
明
を
求
め
る
。

 

市
の
公
共
施
設
見
直
し

方
針
で
は
、
一
部
の
支
所
と

別
館
は
廃
止
・
解
体
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
防
災
対
策
面

等
か
ら
も
支
所
の
役
割
は
大

き
く
、
本
庁
舎
の
移
転
新
築

問
題
と
併
せ
、
見
直
し
方
針

に
つ
い
て
も
再
検
討
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

安
曇
川
駅
前
の
周
辺
の
再

生
に
つ
い
て

 

安
曇
川
駅
前
周
辺
の
再

生
の
た
め
「
安
曇
川
駅
前
周

辺
活
性
化
検
討
委
員
会
」
を

早
期
に
立
ち
上
げ
る
と
さ
れ

る
が
、
早
期
と
言
わ
れ
る
時

期
、
委
員
選
定
方
法
、
担
当

の
市
役
所
の
部
署
及
び
体
制

な
ど
具
体
的
な
説
明
を
求
め

る
。 

立
ち
上
げ
時
期
や
選
定

方
法
に
つ
い
て
は
、
今
後
検

討
し
ま
す
が
、
早
期
に
立
ち

上
げ
、
課
題
を
整
理
し
具
体

的
な
計
画
を
作
り
上
げ
、
再

開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

定
住
促
進
に
向
け
た
、

産
業
・
観
光
振
興
策
に
つ
い
て

定
住
促
進
に
向
け
た
、

定
住
促
進
に
向
け
た
、

ふ
る
さ
と
高
島
新
風
会

梅村　勝久 議員
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９
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地
場
産
セ
ン
タ
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が
本
年
９
月
末
解
散

高
島
市
民
み
ん
な
の
会

山内　陽子 議員

高島市は発酵食品の宝庫

本年９月末で解散を決めた高島地域地場産業振興センター

小学校での外国語授業の様子




